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生涯学習の 教育･文化･スポーツの
ホットな情報をお届けします。

■「生涯学習の窓」の記事に関するお問い合わせは、

教育委員会社会教育担当 電話５６-２１８３ へお願いします。

占冠村公民館では住民の皆さん自らが企画･実行する「自主創造プログラム」を募集しています。

事業の詳細については、お気軽に占冠村公民館事務局（緯５６‐２１８３）までお問い合わせください。

自主創造プログラム募集中！

占冠村清流大学では、平成２５年度の新入学生を募集しています。

入学を希望される方は４月５日（金）までにお申し込み下さい。

◆入学資格 満６０歳以上の健康な村民の方

◆定 員 男・女各１０名程度

胸一般教養……保健衛生・社会生活等

胸実技学習……体育スポーツ・レクリエーション・趣味等

胸奉仕活動……環境美化・社会参加等

胸研修活動……短期研修等

年間の学習計画により月１～２回（夏期１回・冬期２回）

の学習活動を行います。学習時間は毎回午前１０時から午

後２時までとします。通学は各自でお願いします。

◆学習場所 占冠村コミュニティプラザ他

◆経 費 傷害保険料年間１,０００円または１,８５０円（年齢により異なります）

自治会費、若干の教材費（必要に応じて）

参考に、平成２４年度に行った大学活動の一部をご紹介します。

このほか、占冠の自然についての授業や他市

町村の高齢者大学との交流、書道やフロアーカ

ーリング等のクラブ活動も行いました。

楽しく学び、交流を深める場として気軽に参

加し、学習した内容をご自身と地域のためにお

役立ていただければ幸いです。詳しい内容に

ついては、大学事務局（教育委員会社会教育担

当）へおたずねください。

占冠村清流大学学生募集のお知らせ
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アスペンの留学生と交流

◆お待ちしています!!◆

占冠村清流大学では、下記により公開講座を開催します。

興味のある方はお誘い合わせのうえご参加ください。

座席準備のため、事前に清流大学事務局までご連絡をお

願いします。

日時：３月１３日（水）１１時～１２時

場所：占冠村公民館（コミュニティプラザ多目的ホール）

内容：古典に親しむ

社会見学
千歳市防災学習センター「そ
なえーる」にて防災に関する
知識や、災害発生時における
行動等を学びました。避難道
具の使用方法や避難時の注意
点を学び、防災に対する意識
を高めました。

ボランティア活動
社会奉仕活動として、公共施
設３箇所の窓ふきや清掃を行
いました。暑い時期の厳しい
作業となりましたが、大学の
皆さんのおかげでそれぞれの
施設は輝きを取り戻しまし
た。

ものづくり体験
観光協会の方を講師に草木染
めと木工クラフトに挑戦しま
した。草木染めでは個性豊か
な作品がたくさん生まれまし
た。この日はアスペンからの
留学生も参加しており、交流
を図ることができました。
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飲酒運転撲滅！！

２年前に占冠村を訪問し、双珠別に暮らす住民と交流をし、小

さい村で力強く生活することを学んでいった北翔大学谷川ゼミの

学生たち。メンバーこそ変わっていたものの「昔の冬の生活を知

りたい」と、１０人の学生が再び冬の双珠別を訪れました。

初めに公民館長の相川敏治さんから双珠別の現状と歴史につい

てお話しがされ、続いて、双珠別に昔から住んでいる方の、冬の

生活についてお話しを聞きました。

「ぼっこ手袋は知ってる？昔はね、こういうものを編んではいた

の。これはね、３本の指にして編んだの。結構ね、使い勝手がいい

のよ」手編みの手袋を持ってきて学生に見せてくれました。

「それ、欲しい～」

手編みの手袋に、学生たちは大喜びでした。

その他、湯たんぽやアンカなど、昔使っていた暖房器具を、手書

きで紹介していました。

学生からも多くの質問が出ていました。

「お風呂はどうしていたんですか？」「お風呂はね、外よ、外」

これには学生も驚いた様子でした。

「お風呂は、外で五右衛門風呂。その水をね、川に汲みに行くの

が子どもの仕事。一斗缶を持って行くんだよ」

「冷蔵庫はどうしていたんですか？」「土に穴を掘って、野菜をまとめて入れておくんだよ。そうしたら腐

らないの」

「夏は？」「夏は、畑から採ってくればいいんだよ」

他に、生活には馬が欠かせないものであったこと、四季にかかわらず、生活の中で、子どもにも役割が

与えられていたことなど、「昔の生活」について多くのお話しを聴くことができました。

今回も北翔大学の学生たちは興味深く皆さんのお話しを聞いていました。聞いたことのない言葉や、今

では考えられない生活等々。今度は、手袋の編み方を習いに来ませんか？芋ほりもいかがですか？
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北翔大学谷川ゼミの皆さん、ようこそ！

三浦さんの手編みの手袋


